
第５４回在京白堊会総会議案書（案） 

令和 5年 5月 13日（土） 於：東京ガーデンパレス 

 

第１号議案 令和４年度活動報告に関する件 

１． 総会 第 5３回総会を令和 4年 5月 14日(土)にコロナ禍の中、対策を施して実施した。な

お、担当年次は解放されていたため、有志で臨時チームを構成し、準備を進めた。昨年企画

した内容を実現する方向で、講演（S54卒・三浦智行氏：コロナウイルスはどこから来たの

か）と、ミニコンサート（S63卒・森知英さん、大津佐知子さん：石川啄木「初恋」や宮沢

賢治「星めぐり」など）を実施し、想定を上回る１００名近くの参加を得て、好評だった。 

 

２．常任幹事会・幹事会 

(１) 常任幹事会（R4.4/22、R4.10/26、R5.2/6）4月は決算の承認、10月から第 54回総会開催 

 に向けた検討を続けた。11月には「故及川顧問を偲ぶ会 11/20」への参加者を募集。 

期末に54回総会の実施日（5/13）と想定参加者数を見込んだホテル利用について決定した。 

 (２) 幹事会 3回（4/22,7/12,12/7）４月以降、昨年まで続いた自粛モードから脱出すべく、 

部活の復活などを呼びかけたが、慎重派が多い実態の中で何とか総会実施への具体策を 

決定した。7月の振り返りでは、「実施してよかった」が多数を占め、５４回こそ会報を 

含め通常に戻したいとの意識統一を図れた。発送業務は予算内の外注化で実施した。 

 

３．白堊芸術祭（R04.12/8～12/13） 

 白堊芸術祭は 2013年度より会場を神田駿河台下の「文房堂」とし、出展料を有料としており 

2022年度もこれを踏襲した。会場では、例年の歌の祭りや、宮沢賢治歌会の朗読などを復活

させ、柴孝也さん（S33 卒）と鈴木文彦さん（S40 卒）のトークショーも新たに実施した。

コロナ禍の中で増えた約 100点に及ぶ作品、その出展者のご協力によって経費を抑えている。 

 

第２号議案 令和４年度収支決算報告に関する件 

 

在京白堊会 令和４年度収支決算書   （’22.4.1～’23.3.31） 

収 入 の 部 支 出 の 部 

項   目 金  額 項   目 金  額 

会 費 収 入 

 年 会 費 

  

 

 

 

 

 

雑 収 入 

前年度繰越金 

1,216,000 

1,216,000 

  

 

 

 

 

 

4 

2,319,492 

経 常 経 費 

事 務 費 

通 信 費 

会 議 費 

雑 費 

 

活 動 経 費 

白 堊 芸 術 祭 

 

次年度繰越金 

476,989 

64,446 

251,255 

4,400 

156,888 

 

158,150 

158,150 

 

2,900,357 

合   計 3,535,496 合   計 3,535,496 

 

  

 監査報告 在京白堊会会則第 14条（役員の任務）第 6項（監査の職務）の規定に基づき、 

収支決算書について、帳簿、預金通帳及び領収証等の証憑を照合監査した結果、 

適正に表示されていることを認めます。   監査人：岩瀬佐千世（S48卒） 

 

  



第３号議案 令和 5年度活動計画に関する件  

 １．会議による推進 

  (１) 第 54回総会の開催（5／13、東京ガーデンパレス） 

  (２) 幹事会の開催（４月、７月、１２月） 

  (３) 常任幹事会の開催（必要の都度） 

   

 ２．広報・クラブ活動 

  (１) クラブ活動の復活、平成年度卒業メンバーの勧誘 

  (２) ホームページの充実・特設ページ設置、YouTube配信の活用 

  (３) 会報発行復活、年度２回発行を目指して活動予算を検討  

 

  ３．会勢の拡大 

(１) 総会担当年次の複数年組合せ等の検討を続ける 

(２) 幹事会、常任幹事会の活性化（コロナ禍畏怖からの脱却） 

(３) 会報、ホームページ＋年次 FB、総会・白堊芸術祭などを契機とした勧誘拡大 

 

４．重点項目 

・次期総会担当決定の新方式の模索 

 

 ５．外部連携活動 

・盛岡ふるさと会、岩手県人連合会など、関連団体との連携 

・白堊同窓会等との相乗効果を狙った連携 

 

 

 

第４号議案 令和５年度収支予算案に関する件 

 

         在京白堊会 令和５年度収支予算書   （’23.4.1～’24.3.31）   

収 入 の 部 支 出 の 部 

項   目 金  額 項   目 金  額 

会 費 収 入 

 年 会 費 

  

 

 

 

 

 

 

総 会 参 加 費 

雑 収 入 

前年度繰越金 

1,200,000 

1,200,000 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2,900,357 

経 常 経 費 

事 務 費 

通 信 費 

会 議 費 

雑 費 

 

活 動 経 費 

 ク ラ ブ 活 動 費 

白 堊 芸 術 祭 

総 会 運 営 費 

 

次年度繰越金 

900,000 

100,000 

550,000 

 50,000 

200,000 

 

750,000 

100,000 

150,000 

500,000 

 

2,450,357 

合   計 4,100,357 合   計 4,100,357 

 

 

  



第５号議案 報告事項 

 

１） 在京白堊会の役員任期満了に伴う新体制について 

役職 前期まで 今期の体制 備考 

●正副会長・

会計 
  卒年次   卒年次   

会 長    戸田 純 （ s48 卒）  戸田 純 （ s48 卒）  

副会長   三浦千波 （ s50 卒）  三浦千波 （ s50 卒）   

 々     國本 聡 （ s57 卒）  國本 聡 （ s57 卒）   

監 査    岩瀬佐千世 （ s48 卒）  岩瀬佐千世 （ s48 卒）   

会 計    佐々木貴司 （ s56 卒）  佐々木貴司 （ s56 卒）   

●事務局関係           

事務局長   藤井則夫 （ s47 卒）  藤井則夫 （ s47 卒）   

事務局次長  木村忠文 （ s54 卒）  伊藤 総 （ s55 卒） 退任による交代 

●常任幹事           

  

 戸澤 聰 （ s40 卒） -  退任 

 白石源次郎 （ s41 卒） -  退任 

 船越巧子 （ s42 卒） -  退任 

  一戸裕子 （ s43 卒） 新任 

 岩澤新治 （ s45 卒）  岩澤新治 （ s45 卒）   

 田村敏子 （ s49 卒） -  退任  

   金子得栄  （ s49 卒） 新任 

  宮野谷篤 （ s53 卒） 新任 

 伊藤 総 （ s55 卒）  伊藤 総 （ s55 卒） 事務局兼務 

   向田久美子 （ s59 卒） 新任 

 藤澤 實 （ s61 卒）  藤澤 實 （ s61 卒）   

 菊池 拓 （ s63 卒） -  退任 

●顧問           

  
 及川昭伍 （ s25 卒） -   逝去による  

 馬場 信 （ s41 卒）  馬場 信 （ s41 卒）  

●参与           

  
 松橋暉男  （ s25 卒） 松橋暉男  （ s25 卒）   

 戸来ソウ子 （ s40 卒）  戸来ソウ子 （ s40 卒）   

 

 

２） 各年次幹事の一覧を付記する。 

更に、令和になり永眠された年次幹事に慰労とご冥福を記す。 

S25 及川 昭伍 2020. 2.14永眠 

S26 村山 登  2022.11.19永眠 

S29 興津 維信 2022.11. 9 永眠 

S37 青山 洋三 2020. 2. 9 永眠 

S43 森田 健二 2021.10.25永眠 

S44 佐々木 裕 2022.11.15永眠 



項⽬ ⾦額 項⽬ ⾦額
会費収⼊ 経常経費
  年会費 1,481,000  事務費 83,510

 通信費 228,140
 事務局維持費 120,000
 雑費 125,690

活動経費
 ⽩堊芸術祭 139,793

総会参加収⼊ 795,000  総会運営費 923,411
雑収⼊ 27,406

収⼊合計 2,303,406 ⽀出合計 1,620,544
前期繰越⾦ 2,900,357 次期繰越⾦ 3,583,219
合計 5,203,763 合計 5,203,763

（参考：次期繰越⾦内訳）
現⾦ 317,711
銀⾏預⾦ 736,257
ゆうちょ貯⾦ 2,830,221
 合計 3,884,189
控除項⽬
 未払⾦ 4,970 事務局⽴替未精算分
 前受⾦ 296,000 2023年総会参加収⼊
差引：次期繰越⾦ 3,583,219

収⼊の部 ⽀出の部

在京⽩堊会 2022年度収⽀決算書（案）
（2022年4⽉1⽇〜2023年3⽉31⽇）


